
●
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
左
派
政
権
の
波

近
年
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
次
々
と
左
派
政

権
が
誕
生
し
て
い
る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
一

九
五
九
年
の
キ
ュ
ー
バ
革
命
、
一
九
七
○
年
の
チ

リ
・
ア
ジ
ェ
ン
デ
革
命
、
一
九
七
九
年
の
ニ
カ
ラ

グ
ア
・
サ
ン
デ
ィ
ニ
ス
タ
革
命
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
は
社
会
主
義
政
権
の
誕
生
を
経
験
し
て
き
た
。

そ
の
た
び
に
社
会
主
義
の
波
が
大
陸
を
覆
う
の
で

は
な
い
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ド
ミ
ノ
理
論
が
米

国
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
外
交
の
柱
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
実
際
に
は
い
ず
れ
の
革
命
も
そ
れ
に
続

く
社
会
主
義
政
権
の
誕
生
を
見
ず
、
結
果
的
に
は

単
発
の
嵐
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え

現
在
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
加
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
チ
リ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、

ボ
リ
ビ
ア
と
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
各
地
で
次
々
と

左
派
政
権
が
立
ち
上
が
る
歴
史
的
状
況
に
あ
る
。

「
二
一
世
紀
の
社
会
主
義
」
を
目
指
す
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
・
チ
ャ
ベ
ス
政
権
は
、
左
派
政
権
の
波
が
渦
巻

く
今
日
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
急
進
的

左
翼
の
中
核
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。

●
チ
ャ
ベ
ス
政
権
誕
生

ウ
ー
ゴ
・
チ
ャ
ベ
ス
・
フ
リ
ア
ス
は
一
九
九
九

年
に
政
権
に
つ
い
た
。
無
名
の
若
手
将
校
だ
っ
た

彼
が
政
治
舞
台
に
登
場
し
た
の
は
一
九
九
二
年
、

当
時
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
経
済
改
革
を
推
進
し
て
い
た

ペ
レ
ス
政
権
打
倒
を
目
指
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
首

謀
し
た
時
で
あ
る
。
ク
ー
デ
タ
ー
は
失
敗
に
終
わ

り
、
武
力
に
訴
え
た
こ
と
に
対
す
る
強
い
批
判
が

寄
せ
ら
れ
る
一
方
、
彼
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
経
済
改

革
批
判
と
汚
職
政
治
家
に
対
す
る
糾
弾
は
、
多
く

の
国
民
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
投
獄
さ
れ
て
い
た
チ

ャ
ベ
ス
は
そ
の
後
恩
赦
を
受
け
釈
放
さ
れ
た
後
、

今
度
は
選
挙
で
政
権
を
取
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

チ
ャ
ベ
ス
の
「
ボ
リ
バ
ル
革
命
」
の
原
点
は
、

一
九
七
○
年
代
末
よ
り
彼
が
軍
内
部
で
秘
密
裏
に

開
い
て
い
た
勉
強
会
に
あ
る
。
当
時
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

は
債
務
危
機
で
経
済
が
疲
弊
し
、
と
く
に
低
所
得

者
層
の
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
。
一
方
で
伝
統
的

政
治
家
や
官
僚
、
上
級
軍
人
の
汚
職
が
蔓
延
し
て

い
た
。
社
会
的
公
正
や
政
治
浄
化
を
求
め
、
ま
た

そ
の
中
で
の
軍
人
の
役
割
を
模
索
し
て
軍
内
部
で

密
か
に
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

は
そ
の
後
勉
強
会
を
軍
民
共
闘
の
運
動
体
Ｍ
Ｂ
Ｒ

二
○
○
（
ボ
リ
バ
ル
革
命
運
動
二
○
○
）
へ
と
衣

替
え
し
た
。
こ
れ
が
後
に
チ
ャ
ベ
ス
が
大
統
領
選

に
出
馬
す
る
た
め
に
政
党
へ
と
転
身
し
、
Ｍ
Ｖ
Ｒ

（
第
五
次
共
和
国
党
）
と
な
っ
た
。

●
ボ
リ
バ
ル
革
命
の
思
想
的
背
景

チ
ャ
ベ
ス
は
自
ら
が
進
め
る
政
治
変
革
を
「
ボ

リ
バ
ル
革
命
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
は
二
つ

の
大
き
な
思
想
的
背
景
が
あ
る
。
第
一
は
社
会
主

義
へ
の
傾
倒
で
あ
る
。
チ
ャ
ベ
ス
は
早
熟
な
左
翼

青
年
だ
っ
た
。
一
二
、
三
歳
頃
か
ら
近
所
に
住
む

共
産
主
義
者
の
強
い
影
響
を
受
け
、
彼
の
書
斎
に

通
い
な
が
ら
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
な
ど
を
読
ん

で
い
た
。
そ
の
後
二
十
代
に
は
急
進
的
左
翼
知
識

人
や
元
ゲ
リ
ラ
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
チ

ャ
ベ
ス
が
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
を
師
と
仰
い
で

い
る
の
は
有
名
だ
が
、
中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席

が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
訪
れ
た
時
に
も
大
歓
迎
し
、

「
私
は
士
官
学
校
時
代
か
ら
マ
オ
イ
ス
ト
だ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
隣
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
左
翼

ゲ
リ
ラ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
密
接
な
関
係
も
周
知
の
事

実
で
あ
る
。

ボ
リ
バ
ル
革
命
の
も
う
一
つ
の
思
想
的
背
景
は
、

そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
南
米
独
立
の
父
シ
モ
ン

・
ボ
リ
バ
ル
ら
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
政
治
思
想
と
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
独
立
戦
争
を
率
い
た
ボ
リ

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
チ
ャ
ベ
ス
政
権̶

南
米
に
お
け
る
反
米
左
派
の
巨
頭
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特集／ラテンアメリカ現代政治を読む 左派政権？ 反米？ 反ネオリベラル？

バ
ル
は
、
南
米
が
欧
米
列
強
の
帝
国
主
義
か
ら
独

立
を
死
守
す
る
た
め
に
は
、
新
生
南
米
諸
国
が
統

合
す
る
こ
と
、
そ
し
て
大
統
領
へ
権
力
を
集
中
さ

せ
、
強
い
中
央
集
権
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
終
身
大
統
領
制
ま
で
主
張

し
て
い
た
。
反
チ
ャ
ベ
ス
派
が
独
裁
と
呼
ぶ
ほ
ど

の
チ
ャ
ベ
ス
自
身
へ
の
権
力
集
中
や
、
憲
法
を
改

正
し
て
大
統
領
任
期
を
延
長
し
、
旧
憲
法
で
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
連
続
再
選
を
可
能
に
し
た
こ
と
な

ど
を
考
え
る
と
、
反
帝
国
主
義
や
南
米
統
合
に
加

え
、
強
力
な
中
央
集
権
国
家
、
と
く
に
大
統
領
へ

の
権
力
集
中
が
、
ボ
リ
バ
ル
の
思
想
の
影
響
を
受

け
た
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
重
要
な
側
面
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

●
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
社
会
経
済
政
策

チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
社
会
経
済
政
策
の
特
徴
は
、

第
一
に
石
油
収
入
に
依
存
し
た
「
大
き
な
政
府
」

の
再
来
で
あ
り
、
第
二
に
経
済
活
動
よ
り
も
社
会

開
発
の
重
視
、
で
あ
る
。
世
界
五
位
の
石
油
輸
出

国
で
あ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
財
政
収
入
は
五
割
強
を

石
油
産
業
に
依
存
し
て
い
る
。
石
油
価
格
が
歴
史

的
高
騰
を
続
け
る
な
か
同
国
の
財
政
収
入
は
膨
ら

み
続
け
て
お
り
、
そ
れ
が
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
財
政

支
出
の
肥
大
を
後
押
し
し
て
い
る
。

石
油
ブ
ー
ム
下
の
産
油
国
（
一
九
七
○
年
代
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
も
含
め
て
）
で
は
、
膨
ら
む
石
油
収
入

を
原
資
に
重
化
学
工
業
部
門
中
心
の
輸
入
代
替
工

業
化
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
チ

ャ
ベ
ス
政
権
は
工
業
化
に
は
目
を
向
け
ず
、
社
会

開
発
を
主
軸
に
据
え
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

低
所
得
者
向
け
の
住
宅
建
設
や
医
療
、
教
育
、
識

字
教
育
、
低
価
格
の
食
料
供
給
、
就
業
支
援
な
ど

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
式
で
実
行
さ
れ
て
い
る
。
経
済

活
動
の
担
い
手
と
し
て
政
府
は
中
小
零
細
企
業
や

組
合
を
重
視
し
て
い
る
。
政
府
の
経
済
活
動
へ
の

支
援
は
、
そ
れ
ら
の
企
業
へ
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ

ッ
ト
、
政
府
調
達
そ
の
他
の
支
援
策
、
低
価
格
食

料
供
給
の
た
め
の
国
営
企
業
設
立
な
ど
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
経
済
活
動
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し
ろ
雇

用
創
出
や
所
得
再
分
配
と
い
っ
た
社
会
開
発
の
側

面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
「
大
き
な
政
府
の
再
来
」
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
財
政
支
出
の
肥
大

に
加
え
、
一
九
九
○
年
代
に
縮
小
さ
れ
て
い
た
政

府
の
経
済
介
入
の
再
拡
大
や
国
営
企
業
の
新
設
が

あ
げ
ら
れ
る
。
広
範
な
価
格
統
制
、
金
利
統
制
、

民
間
銀
行
の
融
資
活
動
へ
の
介
入
、
国
内
生
産
活

動
を
冷
え
込
ま
せ
た
ほ
ど
の
厳
し
い
外
貨
統
制
、

固
定
為
替
レ
ー
ト
制
、
中
央
銀
行
へ
の
介
入
、
解

雇
禁
止
令
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
新
設
さ
れ

た
国
営
企
業
は
、
低
所
得
者
向
け
食
品
流
通
・
小

売
企
業
お
よ
び
そ
の
子
会
社
群
、
中
小
零
細
企
業

へ
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
実
施
す
る
銀
行
、

工
業
公
社
、
農
業
公
社
と
そ
の
子
会
社
群
、
国
営

航
空
、
観
光
公
社
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

ボ
リ
バ
ル
革
命
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
、

「
ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ
オ
（
大
土
地
所
有
者
）
に
対

す
る
戦
い
」
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
に
土
地
法
を

改
正
し
、「
生
産
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
」

を
接
収
し
て
土
地
タ
イ
ト
ル
を
分
与
し
て
い
る
。

た
だ
し
「
非
生
産
的
使
用
」
の
定
義
は
な
く
、
基

準
が
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
当
局
側
の
判
断
で
の
接
収

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
土

地
法
改
正
以
前
か
ら
、
土
地
や
建
物
の
不
法
占
拠

に
対
し
て
警
察
権
を
行
使
し
な
い
と
公
言
し
て
き

た
。
そ
れ
を
受
け
て
政
権
初
期
か
ら
、
農
地
の
み

な
ら
ず
都
市
部
住
宅
地
に
お
い
て
も
土
地
・
建
物

の
不
法
占
拠
が
多
発
し
て
い
る
。

●
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
外
交
政
策

チ
ャ
ベ
ス
・
ボ
リ
バ
ル
革
命
の
も
う
一
つ
の
重

要
な
要
素
は
、
国
内
の
社
会
開
発
政
策
と
巧
み
に

リ
ン
ク
し
た
積
極
外
交
で
あ
る
。
チ
ャ
ベ
ス
大
統

領
は
就
任
直
後
か
ら
、
欧
米
、
南
米
、
中
東
産
油

国
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
と
、
幅
広

い
国
々
を
訪
ね
て
い
る
。
今
年
七
、
八
月
の
二
カ

月
間
に
訪
問
し
た
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
、
南
米
諸
国

に
加
え
、
ガ
ン
ビ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
連

合
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
七

月
に
は
北
朝
鮮
訪
問
の
予
定
も
発
表
さ
れ
て
い
た
。

チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
外
交
戦
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

石
油
、
反
米
、
南
米
統
合
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
国

内
の
社
会
開
発
政
策
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
国
内
の
社
会
開
発
政
策
が

石
油
収
入
に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
石
油
価
格

を
高
水
準
に
維
持
す
る
こ
と
が
政
権
の
最
重
要
課

題
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な
ど
産
油
国

間
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九

八
○
年
代
半
ば
以
降
石
油
価
格
の
反
落
で
結
束
を

5─アジ研ワールド・トレンド No.133（2006．10）



失
い
弱
体
化
し
て
い
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
再
生
さ
せ
た

の
は
チ
ャ
ベ
ス
で
あ
る
。
二
○
○
○
年
に
イ
ラ
ク

の
フ
セ
イ
ン
、
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
も
含
め
て
中

東
産
油
国
を
歴
訪
し
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
結
束
強
化
を
呼

び
か
け
久
し
ぶ
り
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
ミ
ッ
ト
を
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
で
開
催
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
が

現
在
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
協
調
体
制
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
国
内
の
ボ
リ
バ
ル
革
命
を
正
当
化
し
、

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
米
国
帝
国
主
義
と
い

う
仮
想
敵
の
存
在
が
重
要
に
な
る
。
そ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
に
チ
ャ
ベ
ス
政
権
は
、
世
界
の
反
米
政

権
と
の
連
携
、
そ
し
て
米
国
依
存
（
石
油
輸
出
の

過
半
）
か
ら
脱
却
す
べ
く
新
た
な
石
油
市
場
の
開

拓
を
目
指
し
て
き
た
。
と
く
に
中
国
は
、
成
長
著

し
い
石
油
市
場
と
し
て
米
国
依
存
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
不
可
欠
な
新
規
市
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
お
い
て
米
国
に
対
抗
で
き
る
大
国
で

あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権

が
も
っ
と
も
重
視
す
る
国
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
帝
国
主
義
に
抵
抗
し
て
ボ
リ
バ
ル

革
命
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
チ
ャ
ベ
ス
は
ボ

リ
バ
ル
革
命
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
に
広
げ
て

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
域
内
統

合
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
石
油
を
強
力

な
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
そ
の
好
例

が
、
カ
リ
ブ
諸
国
を
中
心
に
域
内
の
多
く
の
国
と

締
結
し
て
い
る
ペ
ト
ロ
カ
リ
ベ
協
定
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
長
期
支
払
い
融
資
付
き
、
サ
ー
ビ
ス
も
含

め
た
物
納
も
可
と
い
う
優
遇
的
支
払
い
条
件
で
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
原
油
を
輸
出
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
ま

た
、
原
油
売
上
げ
を
原
資
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
そ
れ

ら
の
国
の
中
に
社
会
開
発
基
金
を
設
立
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ボ
リ
バ
ル
革
命
を
南
米
カ
リ

ブ
諸
国
へ
拡
大
し
よ
う
と
い
う
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
（「
ア

メ
リ
カ
諸
国
の
た
め
の
ボ
リ
バ
ル
的
ア
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
」）
構
想
の
一
環
で
あ
る
。

ペ
ト
ロ
カ
リ
ベ
協
定
の
前
例
と
な
っ
た
キ
ュ
ー

バ
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
協
定
で
は
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
石
油
輸
出
代
金
と
し
て
、
二
万
人
を
超
え
る

医
療
ス
タ
ッ
フ
や
教
師
が
キ
ュ
ー
バ
か
ら
送
り
込

ま
れ
、
低
所
得
者
居
住
地
域
で
の
医
療
ミ
ッ
シ
ョ

ン
や
教
育
、
識
字
教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
従
事

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ベ
ス
政
権
は
、
石

油
・
南
米
統
合
と
国
内
の
社
会
開
発
政
策
を
非
常

に
巧
み
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
協
定
が
、

経
済
合
理
性
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
懸

念
は
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
南
米
ガ
ス

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
、
ア
ン
デ
ス
共
同
体
（
Ｃ
Ａ

Ｎ
）
か
ら
の
脱
退
と
メ
ル
コ
ス
ル
へ
の
加
盟
が
好

例
で
あ
る
。
南
米
諸
国
に
ガ
ス
を
輸
出
す
る
に
は

七
○
○
○
キ
ロ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
巨
額
投
資
す

る
よ
り
も
、
ガ
ス
を
液
化
し
て
タ
ン
カ
ー
で
輸
送

す
る
方
が
は
る
か
に
経
済
的
で
あ
る
。
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
経
済
合
理
性
は
低
く
、
南
米
統
合
や

ボ
リ
バ
ル
革
命
の
拡
大
と
い
う
外
交
的
シ
ン
ボ
ル

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

何
よ
り
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
天
然
ガ
ス
は
巨
大
埋
蔵

量
を
も
つ
と
は
い
え
開
発
が
遅
れ
て
お
り
、
国
内

需
要
も
満
た
せ
て
お
ら
ず
、
輸
出
の
目
処
が
た
っ

て
い
な
い
。

ア
ン
デ
ス
共
同
体
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
か
ら
の
脱
退
は
、

同
地
域
へ
の
輸
出
を
拡
大
し
て
き
た
国
内
輸
出
産

業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
。
一
方
ブ
ラ
ジ
ル
や

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
製
造
業
部
門
の
競
争
力
が
強
い

た
め
同
地
域
へ
の
輸
出
拡
大
は
困
難
で
、
Ｃ
Ａ
Ｎ

か
ら
メ
ル
コ
ス
ル
へ
の
転
向
は
、
経
済
合
理
性
に

乏
し
い
政
治
的
決
断
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
で
は
、
親
米
路
線
を
と
る

コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ウ
リ
ベ
政
権
が
再
選
さ
れ
、
ペ
ル

ー
大
統
領
選
で
は
チ
ャ
ベ
ス
が
支
持
し
た
急
進
派

ウ
マ
ラ
候
補
が
敗
れ
る
な
ど
、
ボ
リ
バ
ル
革
命
拡

大
の
可
能
性
は
低
い
。
一
方
メ
ル
コ
ス
ル
で
は
ブ

ラ
ジ
ル
・
ル
ー
ラ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
キ
ル
チ
ネ

ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
バ
ス
ケ
ス
な
ど
左
派
政
権
が

多
く
、
左
派
連
合
が
組
み
や
す
い
と
み
た
の
で
あ

ろ
う
。
チ
ャ
ベ
ス
は
急
進
的
左
派
モ
ラ
レ
ス
大
統

領
率
い
る
ボ
リ
ビ
ア
の
メ
ル
コ
ス
ル
正
式
加
盟
を

強
く
押
し
て
お
り
、
メ
ル
コ
ス
ル
内
で
の
影
響
力

強
化
を
模
索
し
て
い
る
。

●
二
つ
の
左
翼
論

冒
頭
で
現
在
南
米
で
は
左
派
政
権
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
現
在
の
南
米
左

派
政
権
を
十
把
一
絡
げ
に
論
じ
る
と
誤
解
を
招
く
。

最
近
南
米
の
現
状
に
関
し
て
、「
二
つ
の
左
翼
」

と
い
う
議
論
が
複
数
の
論
者
か
ら
発
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
で
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
一
九

六
○
年
代
の
左
翼
ゲ
リ
ラ
の
元
闘
士
で
、
そ
の
後

社
会
運
動
党
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
）
を
創
設
し
長
年
同
党
の

党
首
で
あ
っ
た
ペ
ト
コ
フ
の
議
論
を
紹
介
し
た
い
。

彼
は
現
在
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
左
翼
を
、

「
現
実
的
・
穏
健
左
翼
」
と
「
急
進
的
・
時
代
錯
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誤
的
左
翼
」
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、

チ
リ
な
ど
域
内
左
派
政
権
の
大
半
は
前
者
で
、
後

者
は
キ
ュ
ー
バ
・
カ
ス
ト
ロ
、
ボ
リ
ビ
ア
・
モ
ラ

レ
ス
と
、
チ
ャ
ベ
ス
の
み
で
あ
る
。
前
者
が
現
実

的
な
路
線
を
と
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
ペ
ト
コ

フ
は
、
軍
政
の
経
験
と
一
九
八
○
年
代
の
経
済
危

機
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
国
々
の
左
翼
は
、

軍
政
の
経
験
か
ら
、
低
所
得
者
層
に
の
み
目
配
り

を
し
た
急
進
的
な
政
策
を
と
る
と
、
保
守
勢
力
の

巻
き
返
し
を
受
け
、
政
治
不
安
や
政
権
転
覆
が
避

け
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
公
正
の
実
現
の

た
め
に
は
、
す
べ
て
の
セ
ク
タ
ー
と
の
対
話
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
経
済
危

機
の
経
験
か
ら
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
と
経
済

成
長
な
く
し
て
社
会
的
公
正
は
な
い
、
し
た
が
っ

て
マ
ク
ロ
経
済
安
定
の
た
め
に
一
定
の
経
済
改
革

が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
教
訓
を
学
ん
だ
。
軍

政
や
経
済
危
機
以
前
か
ら
の
長
い
闘
争
の
歴
史
を

も
つ
南
米
左
翼
は
歴
史
を
通
し
て
そ
れ
ら
の
教
訓

を
学
び
、
そ
の
結
果
現
実
的
・
穏
健
路
線
に
移
っ

た
の
だ
と
い
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
ル
ー
ラ
や
チ
リ
の

連
立
左
派
政
権
が
そ
の
好
例
で
、
ペ
ト
コ
フ
自
身

も
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
に
鑑
み
る
と
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
チ
ャ

ベ
ス
の
よ
う
な
急
進
的
左
翼
政
権
が
誕
生
し
た
理

由
と
し
て
、
第
一
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
過
去
半
世

紀
に
お
い
て
軍
事
政
権
を
経
験
し
て
い
な
い
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
の
数
少
な
い
国
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
、
経
済
危
機
は
経
験
し
た
も
の
の
石
油
収

入
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
周
辺
諸
国
に
比
べ
て
マ
ク

ロ
経
済
安
定
化
や
経
済
成
長
の
た
め
の
経
済
改
革
、

と
く
に
財
政
規
律
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
が
甘

い
の
で
は
な
い
か
。
加
え
て
、
四
○
年
以
上
闘
争

を
続
け
て
き
た
ペ
ト
コ
フ
や
ル
ー
ラ
と
異
な
り
、

チ
ャ
ベ
ス
自
身
や
彼
の
政
党
は
政
治
闘
争
の
経
験

が
一
○
年
に
み
た
ず
、
南
米
諸
国
の
伝
統
的
左
翼

や
ペ
ト
コ
フ
の
よ
う
に
、
歴
史
を
通
し
て
現
実
が

つ
き
つ
け
る
教
訓
を
学
ん
で
い
な
い
が
ゆ
え
に
急

進
路
線
を
邁
進
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

●
今
後
の
展
望

今
年
一
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
統
領
選
挙

で
は
チ
ャ
ベ
ス
再
選
の
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
高
止
ま
り
す
る
石
油
価
格
の
も
と
、

選
挙
年
の
今
年
も
今
ま
で
を
上
回
る
規
模
の
財
政

支
出
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
上
半
期
だ
け

で
も
九
・
六
％
と
い
う
高
い
経
済
成
長
率
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
、
反
対
派
が
多
様
で
あ
り
、
彼

ら
を
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
る
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー

が
不
在
で
あ
る
こ
と
、
チ
ャ
ベ
ス
へ
の
支
持
と
は

無
関
係
に
、
ポ
ス
ト
・
チ
ャ
ベ
ス
期
の
混
乱
を
恐

れ
る
が
ゆ
え
に
現
在
の
（
チ
ャ
ベ
ス
政
権
下
の
）

政
治
的
安
定
を
切
望
す
る
「
消
極
的
支
持
者
」
が

い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

大
統
領
不
信
任
投
票
で
の
六
割
の
信
任
や
そ
の

後
の
議
会
選
挙
で
全
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、

チ
ャ
ベ
ス
が
国
民
の
絶
大
な
支
持
を
得
て
い
る
か

の
よ
う
に
映
る
が
、
現
実
は
大
き
く
異
な
る
。
チ

ャ
ベ
ス
（
派
）
の
「
高
い
得
票
率
」
の
裏
に
は
、

チ
ャ
ベ
ス
派
が
支
配
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
に
対

す
る
国
民
の
強
い
不
信
感
が
も
た
ら
す
七
割
を
こ

す
ほ
ど
の
高
い
棄
権
率
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み

る
と
、
チ
ャ
ベ
ス
支
持
者
は
お
そ
ら
く
四
割
前
後

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
国
内
政
治
の
二
極
化
の
構
図

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

チ
ャ
ベ
ス
は
二
○
○
五
年
以
降
社
会
主
義
を
目

指
す
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
。
し
か
し
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
で
は
社
会
主
義
の
許
容
度
は
低
く
、
そ
れ
を
知

っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ベ
ス
は
二
○
○
四
年
の

不
信
任
投
票
で
勝
利
す
る
ま
で
は
「
社
会
主
義
」

の
言
葉
を
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る

世
論
調
査
で
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
キ
ュ
ー
バ
型
モ
デ

ル
に
移
行
す
る
か
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
反
対

派
回
答
者
の
多
く
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
る
一

方
、
チ
ャ
ベ
ス
支
持
者
の
大
半
が
「
そ
う
思
わ
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。
チ
ャ
ベ
ス
支
持
者
は
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
が
キ
ュ
ー
バ
型
モ
デ
ル
に
移
行
し
な
い
と

考
え
て
チ
ャ
ベ
ス
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

チ
ャ
ベ
ス
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

社
会
開
発
は
重
要
だ
が
、
経
済
合
理
性
を
無
視

し
た
開
発
モ
デ
ル
は
持
続
可
能
で
は
な
い
。
ボ
リ

バ
ル
革
命
は
石
油
収
入
に
依
存
し
た
モ
デ
ル
で
あ

る
が
、
国
庫
拠
出
金
の
拡
大
で
国
営
石
油
会
社
Ｐ

Ｄ
Ｖ
Ｓ
Ａ
は
赤
字
を
抱
え
資
金
不
足
か
ら
投
資
計

画
が
大
幅
に
遅
れ
、
石
油
生
産
は
低
迷
し
て
い
る
。

チ
ャ
ベ
ス
は
再
選
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は

国
内
政
治
の
二
極
化
の
解
消
を
意
味
せ
ず
、
ま
た

石
油
収
入
に
依
存
し
た
ボ
リ
バ
ル
革
命
の
継
続
は

時
と
と
も
に
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
さ 

か
ぐ
ち

あ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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